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第２章 鶴崎駅周辺の現況  

１．人口動向 

（１）鶴崎地区の人口推移 

2015 年の鶴崎地区全体の人口は、7.6 万人で市の総人口の約 15.8％を占めています。2045（令

和 27）年の人口は、7.9 万人まで増加する見込みで、増加率は約 5.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：大分市人口ビジョン 

（２）鶴崎校区の人口推移 

鶴崎駅周辺地区が含まれる鶴崎校区の 2019 年人口は、7,562 人で近年減少傾向にあります。年

少人口割合は 10.2％、老年人口割合は 30.6%で、少子高齢化が進行していることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 10 月末日）  
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２．鉄道の利用状況 

JR 鶴崎駅は、大分市内で 3 番目に乗車人員が多く、令和元年度における乗車人員は 70 万 1530

人、日平均乗車人員は 1,922 人です。乗車人員の推移を見ると、平成 27 年度から減少傾向にあり、

平成 27 年度と比較して 6.6％減少しています。 

 

大分市内における鉄道駅の年間乗車人員（人） 

 鉄道駅名 路線 
年間乗車人員（人） 

平成 30 年度 令和元年度 

1 大分 日豊本線 6,959,455 6,810,900 

2 大在 日豊本線 794,970 803,000 

3 鶴崎 日豊本線 714,670 701,530 

4 高城 日豊本線 642,035 627,435 

5 大分大学前 豊肥本線 600,790 598,235 

6 坂ノ市 日豊本線 428,145 445,300 

7 敷戸 豊肥本線 399,310 389,090 

8 中判田 豊肥本線 315,360 307,330 

9 牧 日豊本線 263,895 265,720 

10 賀来 久大本線 206,225 199,655 

11 南大分 久大本線 200,020 197,100 

12 古国府 久大本線 173,010 175,930 

13 西大分 日豊本線 177,025 175,200 

14 滝尾 豊肥本線 144,175 137,240 

15 豊後国分 久大本線 124,100 122,640 

16 幸崎 日豊本線 113,150 111,325 

－ 竹中 豊肥本線 不明 不明 

日豊本線の各鉄道駅別乗車人員の推移（大分駅を除く） 

※新型コロナウィルス感染症により令和 2 年度から乗降客数が減少しているため、 

令和元年度以前のデータを使用しています。 

 

資料：大分市の統計 
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３．交通環境 

（１）道路環境 

地区周辺の道路ネットワークは、大分市の東西を結ぶ国道 197 号が軸となっており、本地区から

南へ延びる県道鶴崎大南線、市道東鶴崎下徳丸線（（都）家島高田線）や、臨海工業地帯へのアクセ

ス道路である県道鶴崎港線、市道鶴崎・三佐線（（都）寺司三佐線）で構成されています。 

平成 27 年度道路交通センサスによれば、交通量が多い国道 197 号（約 26,000～31,000 台／24

時間）では、「中鶴崎 2 丁目交差点」と「鶴崎駅入口交差点」が主要渋滞箇所となっています。ま

た、県道鶴崎大南線（皆春町）の交通量は約 17,000 台／24 時間で、混雑度が 1.42 と比較的高くな

っています。 

道路ネットワークと交通量の状況 

 
資料：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 

混雑度の目安 

混雑度 道路混雑の状況 

1.00 以下 道路が混雑することなく、円滑に走行できる。 

1.00～1.25 道路が混雑する可能性のある時間帯が1～2時間あるものの、何時間も混雑が連続する可能性は小さい。 

1.25～1.75 ピーク時間帯はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。 

1.75～2.00 慢性的混雑状態。昼間12時間のうち混雑する時間帯が約50%に達する。 

2.00 以上 慢性的混雑状態。昼間12時間のうち混雑する時間帯が約70%に達する。 
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（２）公共交通ネットワーク 

公共交通ネットワークは、JR 日豊本線が鶴崎駅を介して、上りで大分駅方面及び下りで宮崎県・

鹿児島県方面を連絡しています。 

路線バスは、大分バスが国道 197 号沿線をはじめ、県道鶴崎大南線や市道東鶴崎下徳丸線（（都）

家島高田線）沿線、市道鶴崎・三佐線（（都）寺司三佐線）沿線で運行しています。特に、国道 197

号沿線のバス停では、運行本数が多くなっています。 

また、鶴崎バス停から家島方面及び堂園方面に向けてふれあい交通が運行されています。 

公共交通ネットワークの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：大分バス時刻表 

（３）自転車の利用環境 

JR 鶴崎駅を利用する方の 48％は、通勤・通学な

どで自転車を利用されています。駅周辺には、2 箇

所（自転車収容台数約 700 台）に駐輪場を整備し

ていますが、景観的・動線的な問題があり、快適に

利用しにくい状態です。周辺の道路には、自転車専

用レーンなどの自転車走行空間が確保されていな

い状況です。 

鶴崎駅前駐輪場の収容台数（台） 

 自転車 原付 合 計 
駅前駐輪場 ２４６ － ２４６ 
駅東駐輪場 ４５０ ４８ ４９８ 
合 計 ６９６ ４８ ７４４ 

資料：大分市ホームページ 

資料：平成 25 年大分都市圏 

パーソントリップ調査 

JR駅の利用手段分担率（％） 

堂園ルート 
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４．土地利用の状況 

JR 鶴崎駅南側の国道 197 号沿道には商業用地が多く、その間や後背地には住宅用地が広がって

います。また、鶴崎小学校や大分鶴崎高等学校、鶴崎支所、鶴崎公民館などの公共施設用地として

利用されています。 

駅北側は住宅や耕作地（畑）が多く、対象区域外の北側は工業用地が主体となっています。 

対象区域内には、空き地や駐車場などの低・未利用地が多く存在しており、「都市のスポンジ化」

が進行していることが伺えます。 

土地利用現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（R4） 

凡例
その他の空地

水面

対象区域

「その他の空地」 

を抽出 

凡例
田

畑

山林

水面

その他の自然地

住宅用地

商業用地

工業用地

農林漁業施設用地

公共公益施設用地

公共空地

交通施設用地

道路用地

その他の空地

その他

対象区域
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５．建物の状況 

（１）建物用途の状況 

国道 197 号沿道には、商店街が形成されており、商業施設や業務施設、店舗併用住宅等が建ち並

んでいます。また、鶴崎市民行政センター周辺の沿道においても、商業施設や業務施設が比較的多

く立地しています。 

これらの大通りに面していない後背地では、住宅・共同住宅が主体であるものの、商業施設や業

務施設、宿泊施設等が点在している状況にあります。 

また対象区域内には、鶴崎市民行政センターをはじめ、公民館や学校、病院等の文教厚生施設も

多く立地しています。 

建物用途現況 

 

資料：都市計画基礎調査（R4） 

 

  

凡例
住宅

共同住宅

店舗併用住宅

店舗併用共同住宅

作業所併用共同住宅

業務施設

商業施設

宿泊施設

娯楽施設

遊戯施設

官公庁施設

文教厚生施設

運輸倉庫施設

工業施設

危険物貯蔵施設

農林漁業用施設

その他

対象区域
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凡例
街区容積率

100%未満

100%～150%

150%～200%

200%～300%

300%以上

対象区域

凡例
1階～2階

3階

4階

5階

6階

7階

8階

9階

10階

11階

12階以上

対象区域

（２）建物階数等の状況 

対象区域内の建物階数は、低層（1 階～2 階）の建物が多くを占めていますが、高層マンション

も一部に点在している状況です。商業施設や業務施設、宿泊施設、文教厚生施設等では、3 階建て

以上の中高層の建物が比較的多くなっています。 

街区容積率は、「100％未満」や「100～150％」の街区が多く、一部で 200％以上の街区も見られ

るものの、対象区域全体として土地の高度利用が進んでいない状況にあります。 

建物階数別現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街区容積率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（R4） 
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６．都市機能の立地状況 

JR 鶴崎駅から 1 ㎞圏の南東部を中心に、商業施設や医療施設、教育施設、子育て支援施設、金融

施設等の多様な都市機能が立地しています。また、鶴崎市民行政センターや鶴崎公民館、消防署、

警察署などの公共施設も充実しています。 

また、乙津川・大野川沿いには、都市公園・緑地も多く立地しており、特に鶴崎公園は、子ども

が遊べる広場や「鶴崎踊り※」の会場として市民から親しまれています。 

都市機能立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市指定無形民俗文化財、毎年 8 月のお盆過ぎの土曜日と日曜日に開催 
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７．歴史文化資源の状況 

鶴崎地区は、鎌倉時代以降、大友家領地の時代、加藤家領地の時代、細川家領地の時代、そして

明治維新以降は大分県として歴史を刻んできています。 

 

（１）大友家領地時代 

13 世紀初頭、大友家初代能直は、鎌倉幕府から「鎮西奉行・豊後守護職」などの職に任じられま

した。文永 8（1271）年、鎌倉幕府は、西国に所領を持つ守護に対し、モンゴルの襲来（元寇）に

備えるよう命じ、第 3 代頼泰も九州に下り、大友氏は豊後に住むようになりました。第 21 代宗麟

の時代の天正 14（1586）年、薩摩島津軍が豊後に攻め込んで来て、「鶴崎城攻防の戦い」、「乙津川

（寺司浜）の戦い」がありました。天正 14（1487）年に宗麟が亡くなり、文禄 2（1593）年、第 22

代義統は豊臣秀吉から領地を没収され、約 400 年続いた大友家の支配は終わりました。 

 

（２）加藤家領地時代 

慶長 5（1600）年の関ヶ原の戦いの功績により、加藤清正は、徳川家康から、豊後のうち、「鶴

崎・佐賀関・野津原・久住」に約 2 万 5 千石の領地を与えられ、鶴崎は加藤氏の領地となりました。

清正は、鶴崎に「鶴崎御茶屋」を作り、「法心寺（日蓮宗）」を建立し、港や町並みを整備しました。

清正の死後、その子忠広が後を継ぎますが、寛永 9（1632）年に加藤氏は改易されました。 

 

（３）細川家領地時代 

加藤家改易の後、豊前小倉城主であった細川家第 3 代忠利が肥後を与えられ、豊後の内の元加藤

家の領地もそのまま引き継ぎました。細川家は、鶴崎の町並み、港を整備するとともに、行政組織

も整備しました。参勤交代の際は、阿蘇を越え、鶴崎の港から大坂周辺まで、たびたび船で往復し

ています。「けんか祭り」で有名な「劔八幡宮」は、細川家により、正保 3（1646）年に建てられま

した。 

文化 7（1810）年には、伊能忠敬が鶴崎方面を測量し、また文久 4（1864）年には、勝海舟が坂

本龍馬らを伴って佐賀関に上陸して長崎まで往復した時、ここ鶴崎に宿泊しています。 

 

（４）明治維新以降 

明治維新後、鶴崎は大分県となり、市町村合併により鶴崎町から鶴崎市となり、昭和 38（1963）

年 3 月 10 日大分市となりました。 

昭和 60（1985）年毛利空桑の遺品を集めた「毛利空桑遺品館」が建てられ、毛利空桑の旧宅「天

勝堂」、塾跡「知来館」を含め「毛利空桑記念館」として公開されています。 
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対象区域内には、これらの時代背景を象徴するような歴史文化資源が多数残されており、往時の

面影を感じることができます。 

 

〇剣八幡神社 

剣八幡神社は、正保５年（１６４５）熊本藩主細川光尚によって創建されました。拝殿は入母屋

造銅板葺で千鳥破風が付き、唐破風のある向拝を設けています。『大日本帝國大分県社寺名勝圖録』

より明治３２年（１８９９）以前に建築されたことが分かります。平成３年（１９９１）に倒木に

より外壁が破損したため修理を行っています。本殿は三間社流造で建築年代は不明となっています。 

 

〇法心寺 

法心寺は、慶長６年（１６０１）熊本藩主加藤清正によって建立されました。山門（仁王門）は

入母屋造本瓦葺で軒唐破風がつき、屋根を三手先の組物で支える伝統的建造物であり明治２３年

（１８９０）の『豊後国大分郡寺院明細帳』に記載がありそれ以前の建築となっています。本堂は

入母屋造本瓦葺で『鶴崎地方歴史年表』（昭和５１年（１９７６））によれば明治４４年（１９１０）

の建築となっています。 

 

〇毛利空桑旧宅「天勝堂」・塾跡「知来館」（県指定史跡） 

旧宅「天勝堂」は、『毛利空桑全集』（昭和７年（１９３２））によれば安政４年（１８５７）に建

築された切妻造二階建桟瓦葺の住宅です。塾跡「知来館」は、旧宅と同年の建築で、切妻造二階建

桟瓦葺で、１階部分で塾生が生活し、二階が塾としての勉学の場となっていました。 

 

〇姫之宮春日社 

姫之宮春日社は、石碑碑文より昭和１８年（１９４３）改築されています。剣八幡神社の祭礼で

神輿が立ち寄るところで、拝殿は近年の建築ですが、本殿は一間社流造銅板葺きで、また拝殿前の

石鳥居は延享５年（１７４８）建築となっています。 
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歴史文化資源 

 
資料：鶴崎校区歴史マップ 

  

鶴崎踊ブロンズ像 鶴崎大神宮 毛利空桑塾跡 知来館 
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８．法規制の状況 

用途地域は、JR 鶴崎駅南側を中心に商業地域が指定されており、その他は主に第１種住居地域が

指定されています。（都）寺司三佐線の沿道には一部、第 2 種住居地域が指定されています。 

用途地域の指定状況 

 

資料：おおいたマップ 
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９．ハザードエリアの状況 

（１）洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

洪水浸水想定区域（想定最大規模）は、対象地区内のほぼ全域となっており、洪水時には 3m～

5m の浸水（2 階の屋根まで浸水）が想定されています。 

特に、乙津川沿いや鶴崎公民館周辺部では、家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に伴う

激しい氾濫流や河岸侵食が発生することが想定される「家屋倒壊等氾濫想定区域」が指定されてい

る区域があります。 

ハザードエリアの状況 

 

資料：大分市洪水ハザードマップ 

※「浸水想定区域（想定最大規模）とは、1000 年に 1 回程度の発生が想定されている降雨規模（想定し得る最大規模の降雨） 

1000 年毎に１回発生する周期的な降雨ではなく、1 年の間に発生する確率が 1/1000（0.1％）以下の降雨です。 
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（２）津波浸水想定区域 

南海トラフを想定震源とする地震の予想浸水深は、対象区域の西端部分や鶴崎公園の一部で 0.5

ｍ未満となっています。 

鶴崎小学校や市営東浦住宅周辺一部を除き、本地区のほとんどが別府湾を想定震源とする地震に

よる津波の予想到達ラインに含まれています。 

  

  

資料：大分市津波・地震ハザードマップ 
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１０．市民意向の把握 

市民意向を把握するため、地元住民及び地元高校生（大分県立大分鶴崎高等学校、大分県立鶴崎

工業高等学校）を対象にワークショップを開催しました。 

また、1 歳 6 か月,３歳児童健康診査受診者および鶴崎こどもルーム来訪者を対象として、子育て

世代アンケートを実施しました。これらの結果を踏まえ、市民意向を整理します。 

（１）地元住民ワークショップ 

地元住民 

ワークショップ 

開催日時：令和 3 年 7 月 22 日 

開催場所：鶴崎公民館 集会所 

参加人数：37 名 

 

ワークショップでは、「できたらいいなと思う活動」、「活動を行うための課題」、「活動を行うため

に必要な空間・施設や機能」をテーマとしました。 

以下に意見のまとめを示します。 

 

 
会場の様子 

ワークショップの様子 
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地元住民ワークショップのまとめ 
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（２）地元高校生ワークショップ 

大分鶴崎高等学校、鶴崎工業高等学校の生徒が一緒になってワークショップを行う予定としてい

ましたが、新型コロナウィルス感染の再拡大を踏まえ、感染リスクを考慮し、高校ごとに開催しま

した。 

ワークショップでは、地元住民ワークショップと同様に、「できたらいいなと思う活動」、「活動を

行うための課題」、「活動を行うために必要な空間・施設や機能」をテーマとしました。 

 

① 大分鶴崎高等学校 

大分鶴崎高等学校 

ワークショップ 

開催日時：令和４年 7 月 6 日 

開催場所：鶴崎公民館 集会所 

参加人数：２７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 

ワークショップの様子 
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大分鶴崎高等学校ワークショップのまとめ  
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② 鶴崎工業高等学校 

鶴崎工業高等学校 

ワークショップ 

開催日時：令和４年 7 月２０日 

開催場所：鶴崎工業高等学校 教室 

参加人数：23 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 

ワークショップの様子 
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鶴崎工業高等学校ワークショップのまとめ 
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（３）子育て世代アンケート 

子育て世代 

アンケート 

開催期間：令和 3 年 12 月下旬から令和 4 年 3 月下旬 

対象：1 歳 6 か月、３歳児健康診査受診者の保護者 

および鶴崎こどもルーム来訪者 

回収数：132 名（健康診断：31 名／子どもルーム：101 名） 

  

・回答者の多くは 20～40 代の子育て中の女性となっています。 

・その約 3 割は鶴崎地区以外の方であり、鶴崎こどもルームを目的に来訪しています。 

 ※アンケート調査の詳細は付属資料「子育て世代アンケート調査による意向把握のまとめ」 

を参照ください 

 

子育て世代アンケートのまとめ 

・住みやすい、子育て環境に満足という回答がともに 7 割を超えています。 

 

・鶴崎駅周辺で子どもとしたいこととして公園で遊ぶが 7 割を超えています。また、自由記述に

おいても子どもが遊べる場所や公園遊具の充実、再整備などが挙げられています。 

 

・鶴崎駅周辺でよく利用する施設のうち、こどもルームと鶴崎支所を除いた回答が 2 割以下とな

っており、利用者の多くが支所内のみの利用にとどまっています。 

 

・鶴崎駅周辺の課題として、約 6 割の方が渋滞を挙げています。 

 

・鶴崎駅周辺の課題として、店舗の少なさなど商業的な活気がないことが挙げられています。 

 

・子育て世代のほとんどが自家用車を利用しているため、駐車場の整備を望む声が多くあります。 

 

・地区内を回遊するための安心して歩ける歩道の整備を求める声があります。 
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（４）市民意向のまとめ 

地元住民及び地元高校生を対象としたワークショップ、子育て世代アンケートを踏まえ、市民意

向を整理すると、以下が挙げられます。 

全体的な傾向としては、人が集まれる魅力的な場の確保を求める多くの意見がありました。 

 

●JR 鶴崎駅周辺や商店街には、商業的な賑わいを呼び込むような整備が求められています。 

 また、自転車、バス、タクシー、自家用車との接続が行いやすい交通結節機能が求められて

います。 

 

●憩いの場、スポーツの場、遊び場として利用しやすい公園や広場などの施設整備等が求めら

れています。 

 

●交通渋滞の解消が求められています。また、自動車を利用して訪れる地元住民や来訪者が多

いこともあり、駐車場の確保に対する関心が高い傾向です。 

 

●安心・安全に移動できる歩道や自転車道などの整備が求められています。 

 

●川沿いの自然環境を活かした整備に関心が高く、公園には、高齢者、高校生、子育て世代そ

れぞれのニーズに合った整備が求められています。 

 

●地元住民だけでなく、高校生からも歴史資源を活用した都市づくりやイベントの提案があり

ました。 

 

●防災面では、津波等に対する関心が高く、女子高校生からは、治安の維持向上を求める意見

もありました。 

 

 

  


